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隠岐の島町島前

島後

隠岐の島町の位置

人口1.3万人
本土(松江市・境港市)から
・フェリーで2時間25分
・高速船 で1時間20分



隠岐の島町の生活環境



隠岐の島町の生活環境



隠岐の島町の生活環境



とっておき農業① 畜産(和牛繁殖)

隠岐の島町の畜産の象徴的な景色



和牛繁殖経営とは

母牛素牛

９ヶ月育成

９ヶ月育成

９ヶ月育成

９ヶ月育成

出荷

• 母牛を育て、産ま
れた子牛を販売し
て収入を得る。

• 母牛は1年に1頭、
生涯で10頭程度の
子牛を産む。

約50万円

生涯で10頭出産

肥育農家へ

バトンタッチ



母牛(妊娠牛)の飼育

放牧地を活用した低コスト生産



母牛(妊娠牛)の飼育

母牛を放牧
(冬季や出産前後は除く)



母牛(妊娠牛)の飼育



母牛の繁殖管理



子牛の飼育



子牛の飼育(市場への出荷)



就農5年目（リース牛舎を活用）

母牛飼養頭数 30 頭

売上 1,584 万円 子牛30頭×約50万円

経費 998 万円
リース料
機械の減価償却費を含む

所得 586 万円

労働時間 4,016 時間/年 家族労働2人

初期投資額：1,884万円
（子牛30頭購入：1,500万円、機械384万円）

注）所得を保証するものではありません。

畜産(和牛繁殖)の就農モデル



とっておき農業② 園芸(施設野菜)

• ＪＡを通じ、検品を経て島内のスーパー、直売
所、学校給食等へ出荷。

• 「隠岐育ち」ブランドとして好評。トマト・
キュウリ・ホウレンソウ・コマツナ等が求めら
れる。



１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 １２月

ハウス
３棟

ハウス
３棟

トマト きゅうり

きゅうり トマト

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 １２月

ハウス
３棟

ハウス
３棟

（１）果菜類(施設栽培)

（２）葉菜類(施設栽培)

きゅうり トマト
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とっておき農業② 園芸(施設野菜)



リースハウスの利用



果菜類の栽培(販売)



就農5年目（リースハウスを活用）

ハウス棟数 18 a
３ａのハウス×６棟
約1,800㎡

売上 1,089 万円

経費 501 万円
リース料
機械の減価償却費を含む

所得 588 万円

労働時間 3,119 時間 家族労働1人（季節雇用有）

注）所得を保証するものではありません。
気象条件や技術レベル、補助金動向等によりこれらの値は変わります

果菜類(ﾄﾏﾄ・ｷｭｳﾘ)の就農モデル

初期投資額：410万円
（管理機・動力噴霧機、選果調製機、軽トラック等）



就農5年目（リースハウスを活用）

ハウス棟数 18 a 
３ａのハウス×６棟
約1,800㎡

売上 1,120 万円

経費 615 万円
リース料
機械の減価償却費を含む

所得 505 万円

労働時間 4,046 時間 家族労働1人（季節雇用有）

注）所得を保証するものではありません。
気象条件や技術レベル、補助金動向等によりこれらの値は変わります

葉菜類(ﾎｳﾚﾝｿｳ・ｺﾏﾂﾅ)の就農モデル

初期投資額：410万円
（管理機・動力噴霧機、選果調製機、軽トラック等）



①農業体験×１泊２日
(農業体験プログラム事業/就農相談ミニツアー：旅費・宿泊費助成)

②産業体験×１年間
(ＵＩターンしまね産業体験事業：12万円×12ヶ月)

③雇用就農×１～２年(園芸)
３～５年(畜産)

(隠岐の島町内の先進農家へ勤務：賃金相当)
(農林大学校：150万円×1～２年間も可能であるが島根県大田市の学校寮へ一次移住)

④農業経営スタート
(農業人材投資事業：150万円×３年間)
(各種支援：リースハウス制度、機械・施設導入助成、資金融資ほか)

注意：各種補助金の受給には諸条件あり

就農までのスケジュール

勤務先紹介あり

勤務先紹介あり



定住支援策の例

①隠岐の島町ふるさと定住奨励金

(単身で移住５万円/夫婦で移住15万円)

②隠岐の島町UIターン促進事業
(２年間の家賃・住宅改修費を最大2/3補助)

③公営住宅
(例：３DKが30,000円程度)

④空き家バンク
(例：右写真物件300万円で売却)

隠岐の島町定住情報ホームページ
を参考にご覧下さい



①農地は賃借して就農するのが一般的。
・園芸の場合は賃料は2,000～8,000円/10a
・公営牧野(放牧地)の場合は1,000円/月/頭

②隠岐の島町農業公社が貸し出し農地を確保。
牧野管理組合から放牧地の貸し出しが可能
→まずは町役場・ＪＡに相談。

③就農希望者は「地域住民や関係者とのコ
ミュケーションを図ること」「借りた農
地できちんと耕作し管理する決意を持つ」
こと。

農地の確保について



研修１年目 研修２年目 経営開始

(UIﾀｰﾝしまね産業体験制度) (雇用就農)

▲
移住

研修開始

▲
農地取得
合意

▲
ハウス建設等

▲
就農

①農地が決定するのは就農１年前が一般的。

②着手は就農する決断が定まってから。
希望条件が定まってから。

→焦ってすすめると取り返しがつかないことに…

農地の確保について(スケジュール)

希望条件地の熟慮

▲
就農

大筋決断



企画名 実施日
宿泊費
助成

旅費
助成

その他

①
就農相談
ミニツアー

７/16(土)
～

７/18(月)
○ ○

定員３名程度
受付開始6/12

②
しまね
農業体験
プログラム

随時受付 ○ ×
実施日は
要相談

まずは現地にお越し下さい

・１～２泊の農業体験と制度説明。
・詳細は「しまね就農支援サイト」ホームページに掲載

現地での体験企画



１．この後もZoomで質問を受け付けます。
ツアー終了後も「しまね就農支援サイト」で
オンライン相談を受け付けます。

２．アンケートメールの回答にご協力下さい。
(回答者には参加記念品をプレゼント)

３．①就農相談ミニツアー(７/１６～１８)
②しまね農業体験プログラム(随時)

で現地にお越し下さい。

ご清聴ありがとうございました


